






























大 阪 大 学 古 代 中 世 文 学 研 究 会
SHIRIN VOL.65 (2019 年 4 月)
第六十五号
第
六
十
五
号
　二
〇
一
九
年
四
月
『
類
林
』
の
再
編
に
つ
い
て 
…
…
…
…
…
…
…
…
李
　
　育
娟
（
1
）
―
―
「
王
昭
君
伝
承
」
を
糸
口
に
―
―
菅
原
道
真
と
遣
唐
使
（
一
） 
…
滝
川
　幸
司
（
17
）
―「
請
令
諸
公
卿
議
定
遣
唐
使
進
止
状
」「
奉
勅
為
太
政
官
報
在
唐
僧
中
瓘
牒
」の
再
検
討
―
『
毎
月
集
』「
の
ど
か
に
て
」
詠
の
再
検
討 
…
…
…
…
…
…
北
島
　
　紬
（
31
）
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
蔵
木
戸
元
斎
筆『
狭
衣
物
語
』巻
四・翻
刻
と
解
題（
上
） …
小
林
　理
正
（
38
）
中
古
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
転
換
の
「
サ
テ
」
に
つ
い
て 
…
百
瀬
み
の
り
（
79
）
―
接
続
詞
の
「
サ
テ
」
に
向
か
う
も
の
と
し
て
の
―
詞
林
　
第
六
十
五
号
　
二
〇
一
九
年
四
月
二
十
日
　
　
印
刷
　
二
〇
一
九
年
四
月
二
十
日
　
　
発
行
　
編
集
兼
発
行
者
　
　
　
　
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
　
　
　
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
│
五
　
　
　
　
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
学
研
究
室
内
　
　
　
　
代
表
者
　
勢
田
道
生
　
　
　
　
電
　
話
　（
〇
六
）
六
八
五
〇
│
五
一
一
一
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
〇
六
）
六
八
五
〇
│
五
一
一
一
　
　
　
　
振
　
替
　
〇
〇
九
七
〇
│
一
│
三
一
〇
三
六
五
　
　
　
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ 
http://w
w
w
.let.osaka-u.ac.jp/jealit/
 
nihonbungaku/kodaichusei/index.htm
l
　
印
刷
　
亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社
〒
560
-8532
　
　
　
編
集
後
記
▽
平
成
最
後
の
『
詞
林
』
第
六
十
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。〈
平
成
〉
と
い
う
時
代
の
終
わ
り
と
過
ぎ
い
く
春
を
惜
し
む
な
か
で
の
編
集
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
人
文
学
へ
の
風
当
た
り
が
厳
し
さ
を
増
し
た
〈
平
成
〉
で
し
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
却
っ
て
文
学
研
究
と
は
如
何
な
る
も
の
か
考
え
る
機
会
の
多
か
っ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▽
荒
木
浩
先
生
の
跡
を
継
ぎ
、
長
年
、
本
研
究
会
を
導
い
て
こ
ら
れ
た
加
藤
洋
介
先
生
が
二
〇
一
八
年
度
を
も
ち
ま
し
て
関
西
大
学
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
、
会
員
一
同
、
感
謝
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
環
境
で
の
ご
活
躍
を
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
▽
今
号
に
は
四
本
の
論
考
と
『
狭
衣
物
語
』
の
翻
刻
一
本
を
合
わ
せ
た
五
本
を
収
め
ま
し
た
。
漢
文
学
・
和
歌
・
中
古
文
学
・
日
本
語
学
と
多
彩
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
今
号
に
も
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
ご
叱
正
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▽
本
研
究
会
の
例
会
が
ま
も
な
く
三
百
回
を
迎
え
ま
す
。
三
百
と
い
う
数
字
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
か
ら
の
ご
教
授
、
ご
協
力
の
賜
と
存
じ
ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
（
小
林
・
蒲
）
第
六
十
四
号
目
次
（
二
〇
一
八
年
十
月
）
モ
モ
シ
キ
と
モ
モ
シ
ギ …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
田
　昇
平
 
https://doi.org/10.18910/70607
『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
後
半
部
の
道
綱
母
と
時
姫
の
短
連
歌
　
│
│
平
安
時
代
短
連
歌
史
と
関
わ
ら
せ
て
の
考
察
│
│ …
…
…
堤
　
和
博
 
https://doi.org/10.18910/70608
『
和
漢
兼
作
集
』
漢
詩
撰
者
考 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
仁
木
　夏
実
 
https://doi.org/10.18910/70609
中
古
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
感
動
詞
「
サ
テ
」
の
成
立
　―
―
前
文
脈
を
踏
ま
え
な
い
「
サ
テ
」
に
つ
い
て―
―
 …
…
百
瀬
み
の
り
 
https://doi.org/10.18910/70610
中
国
語
を
中
心
と
し
た
日
中
韓
の
敬
意
表
現
に
つ
い
て
　
│
│
源
氏
物
語
桐
壺
巻
の
敬
意
表
現
を
中
心
と
し
て
│
│ …
…
越
野
　
優
子
 
https://doi.org/10.18910/70611
定
家
監
督
書
写
本
に
お
け
る
仮
名
遣
訂
正
の
様
相 …
…
…
…
石
村
　小
春
 
https://doi.org/10.18910/69766
木
山
寺
所
蔵
の
「
多
羅
山
一
条
院
縁
起
」
に
つ
い
て …
…
…
中
山
　一
麿
 
https://doi.org/10.18910/69767
中
古
和
文
物
語
作
品
に
お
け
る「
カ
ク
テ
」と「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」に
つ
い
て …
百
瀬
　み
の
り
 
https://doi.org/10.18910/69768
第
六
十
三
号
目
次
（
二
〇
一
八
年
六
月
）
